
火力発電の脱炭素化 産業用エナジーの効率的な活用 カーボンリサイクルの推進 水素バリューチェーンの構築
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2,500km2の森林が吸収するCO2量に相当

Vattenafall社のマグナムGTCC発電所（オランダ）
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-90%以上

大地と、
活きる。

革新的な発電技術と

ソリューションにより、

エネルギーの脱炭素化と

電力の安定供給に世界中で貢献し、

持続可能な未来の実現に

取り組みます。
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CO2排出ゼロ技術の確立
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JAC形 高効率GTCC(2020運開)

水素混焼・
専焼ガスタービン

IGCC開発
アンモニア・バイオマス

混焼

MEGAMIE

水素ガスタービン開発

アンモニア 水素専焼

2050
カーボン
ニュートラル

発電所の
段階的な脱炭素化

石炭・LNG火力
+CCUS

アンモニア・
バイオマス 
混焼ボイラー

-20%

-20%

0%

50%

Base
Base アンモニア利用

ガスタービン開発
(アンモニアクラッキング)-20%

石炭→高効率LNG
 JAC形へ換装

-65%

BESS 

TES

20302020

 BESS,蓄エネルギー


